
六
、
戊
辰
戦
争
第
二
期
に
お
け
る
関
東
、
東
北
地
方
の
主
戦
場
六
ヶ

所
に
お
け
る
、
戦
傷
患
者
の
横
浜
へ
の
移
送
方
法
を
調
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
今
回
の
よ
う
な
船
舶
（
英
国
船
を
含
め
た
運
送
汽
船
）
に
よ
る
移
送

は
特
別
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
一
連
の
調
査
研
究
に
お
い
て
新
発

掘
と
云
え
る
移
送
方
法
は
、
和
船
に
よ
る
壬
生
ｌ
江
戸
間
の
黒
川
・
江

戸
川
移
送
（
或
は
利
根
川
境
町
ｌ
東
京
間
の
江
戸
川
移
送
）
、
那
須
堀
越
ｌ
那

珂
湊
間
の
那
珂
川
移
送
（
或
は
磐
城
小
野
ｌ
平
間
の
夏
井
川
移
送
）
の
知
見

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
カ
ッ
コ
内
は
裏
づ
け
を
欠
く
。

考
証
学
は
中
国
清
代
に
隆
盛
を
み
た
学
問
方
法
で
、
文
献
資
料
を
博

捜
吟
味
し
、
客
観
的
事
実
に
基
づ
い
て
過
去
の
史
実
・
事
物
の
真
相
真

な
お
、
本
誌
第
四
十
四
巻
一
号
一
五
一
頁
下
段
の
最
後
の
行
に
、
壬

生
の
一
件
記
事
を
の
せ
た
が
次
の
如
く
訂
正
す
る
。
〃
城
の
東
方
を
流
れ

る
思
川
の
支
流
黒
川
を
和
船
（
高
瀬
船
）
で
下
れ
る
云
々
・
〃

七
、
今
回
の
研
究
に
際
し
て
、
白
河
城
内
南
面
の
西
側
に
、
土
佐
藩

の
病
院
を
図
示
し
た
中
城
家
文
書
の
コ
ピ
ー
を
、
丹
野
美
子
氏
よ
り
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
も
新
知
見
で
あ
っ
た
。

（
平
成
十
年
三
月
例
会
）

江
戸
の
考
証
医
家

小
曽
戸
洋

理
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
研
究
対
象
は
広
範
な
分
野

に
及
ん
だ
が
、
清
朝
に
お
け
る
考
証
学
は
医
学
に
関
し
て
は
充
分
な
成

果
を
挙
げ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
清
朝
考
証
学
を
受

容
し
た
日
本
で
は
と
り
わ
け
医
学
の
分
野
で
考
証
学
派
の
研
究
が
大
き

く
花
開
き
、
い
く
つ
も
の
著
述
と
し
て
結
実
し
た
。

中
国
に
お
け
る
学
医
の
ほ
と
ん
ど
は
、
科
挙
に
及
第
で
き
ず
し
て
医

に
転
じ
た
者
で
あ
り
、
医
学
の
著
述
を
遺
し
た
名
医
は
、
学
者
と
し
て

は
亜
流
に
属
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
一
方
、
日
本
で

幕
府
医
官
や
藩
医
と
い
っ
た
公
職
の
身
分
に
あ
っ
た
医
家
は
基
本
的
に

は
世
襲
の
者
で
、
上
流
階
級
に
あ
っ
た
。
加
え
て
文
献
資
料
の
豊
富
さ

と
い
う
点
で
も
恵
ま
れ
て
い
た
。
散
快
の
多
か
っ
た
中
国
に
比
べ
、
彼

ら
は
質
量
と
も
に
中
国
を
は
る
か
に
凌
ぐ
文
献
資
料
を
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
業
績
を
獲
得
し
え
た
の
で
あ
る
。
中
国
の
場

合
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
、
江
戸
の
医
家
達
に
よ
る
考
証
の
学
は
医
学
の

枠
を
越
え
、
経
史
ほ
か
の
漢
籍
、
ま
た
国
学
に
と
広
い
分
野
に
及
ん
だ
。

た
と
え
ば
幕
末
の
漢
籍
書
誌
学
の
精
華
「
経
籍
訪
古
志
」
は
江
戸
の
考

証
医
家
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
江
戸
の
考
証
医
家

に
属
す
る
主
だ
っ
た
人
物
の
略
歴
と
業
績
に
つ
い
て
述
べ
る
。

目
黒
道
琢
（
一
七
三
九
～
一
七
九
八
）
は
松
平
定
信
の
信
任
を
受
け
、

踏
寿
館
で
長
年
教
授
を
つ
と
め
た
江
戸
考
証
医
学
の
開
祖
で
あ
る
。

多
紀
元
簡
（
一
七
五
五
～
一
八
一
○
）
は
江
戸
医
学
館
の
主
宰
者
で
、

医
学
に
お
け
る
考
証
学
の
基
盤
を
固
め
た
。

鈴
木
良
知
（
一
七
六
一
～
一
八
一
六
）
は
目
黒
道
琢
の
学
風
を
展
開
し

た
。
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伊
沢
蘭
軒
（
一
七
七
七
～
一
八
二
九
）
は
考
証
学
的
著
作
は
少
い
が
、

優
れ
た
後
進
を
育
成
し
た
。

藍
川
玄
慎
（
？
～
一
八
二
四
）
は
ほ
と
ん
ど
無
名
で
あ
る
が
、
い
く
つ

も
の
考
証
学
的
著
作
を
遺
し
て
い
る
。

多
紀
元
胤
（
一
七
八
九
～
一
八
二
七
）
は
父
元
簡
の
跡
を
継
ぎ
、
い
く

つ
か
の
著
作
を
な
し
た
。

多
紀
元
堅
（
一
七
九
五
～
一
八
五
七
）
も
父
元
簡
の
学
風
を
承
け
、
さ

ら
に
研
究
を
進
展
さ
せ
補
完
し
た
。
門
弟
を
育
て
た
業
績
も
大
き
い
。

小
島
宝
素
（
一
七
九
七
～
一
八
四
八
）
の
校
勘
の
学
は
精
密
で
、
書
誌

学
に
長
け
た
。

海
保
漁
村
（
一
七
九
八
～
一
八
六
六
）
は
元
堅
や
宝
素
の
業
を
助
け
た
。

喜
多
村
直
寛
（
一
八
○
四
～
一
八
七
六
）
は
独
自
性
の
強
い
研
究
を
な

し
た
。渋

江
抽
斎
（
一
八
○
五
～
一
八
五
八
）
は
校
勘
学
・
目
録
学
に
通
暁
し

た
。

森
立
之
（
一
八
○
七
～
一
八
八
五
）
は
先
輩
・
同
僚
の
業
績
を
受
継
ぎ
、

開
花
さ
せ
た
。
そ
の
遺
業
は
考
証
学
者
と
し
て
最
も
高
く
評
価
し
う
る
。

山
田
業
広
（
一
八
○
八
～
一
八
八
二
は
臨
床
家
で
あ
っ
た
が
、
著
述

の
数
も
多
い
。

堀
川
舟
庵
（
？
～
？
）
は
無
名
の
人
で
あ
る
が
、
元
堅
に
従
っ
て
研
讃

伊
沢
柏
軒
（
一
八

研
究
に
貢
献
し
た
。

小
島
春
祈
（
一
八

を
積
ん
だ
。

九
～
一
八
五
七
）
は
父
宝
素
の
学
を
継
い
だ
が
、

○
～
一
八
六
三
）
は
著
述
は
少
い
が
、
医
学
館
の

早
逝
し
た
。

伊
沢
巣
軒
（
一
八
三
四
～
一
八
七
五
）
は
榛
軒
・
柏
軒
の
学
風
を
受
け

た
。

森
約
之
（
一
八
三
五
～
一
八
七
一
）
は
父
立
之
の
学
問
を
継
ぎ
、
将
来

が
期
待
さ
れ
た
が
、
父
に
先
立
っ
た
。

幕
末
と
り
わ
け
嘉
永
安
政
期
、
江
戸
医
学
館
の
学
術
組
織
と
し
て
の

結
束
力
と
水
準
は
、
か
っ
て
の
日
本
医
学
史
上
に
類
の
な
い
ほ
ど
強
固

で
高
度
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
悲
運
な
こ
と
に
安
政
末
か
ら
明

治
初
期
に
か
け
て
多
く
の
逸
材
が
相
次
い
で
世
を
去
っ
た
。
最
後
ま
で

そ
の
学
統
を
担
っ
た
森
立
之
が
没
し
た
明
治
十
八
年
当
時
、
幕
末
考
証

医
学
の
真
価
を
理
解
し
、
必
要
性
を
求
め
る
人
は
日
本
に
は
い
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
そ
れ
に
瞠
目
し
た
の
は
楊
守
敬
を
は
じ
め
と
す
る
清
朝
の

学
者
で
あ
っ
た
。
楊
は
、
森
立
之
ら
日
本
の
考
証
医
家
の
博
識
ぶ
り
は

中
国
医
家
の
と
う
て
い
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
絶
賛
し
た
。

以
後
、
日
本
の
考
証
医
家
の
な
し
た
業
績
は
、
本
家
中
国
に
還
流
し

は
じ
め
た
。
日
本
で
は
明
治
の
末
頃
か
ら
漢
方
医
学
は
復
興
の
兆
し
を

み
せ
、
昭
和
戦
後
に
は
大
い
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
幕

末
考
証
医
学
に
再
評
価
の
目
が
向
け
ら
れ
だ
し
た
の
は
こ
の
二
十
年
来

の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
中
国
へ
も
続
々
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
江
戸
考
証
医
学
の
発
掘
、
整
理
、
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

（
平
成
卜
年
叫
月
例
会
）
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